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8.理化学機器および放射線装置
PREC】SE SC】ENTtFICINSTRUMENTS AND

RADIANT_RAY APPARATUS
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目-i土製作所の酎ヒ学倣器技術は二大快報を11桝ロ38年の回顧とし

て.読者諮ノ割こ贈ることができる｡その--･つほ電j∴頗敵組の性能の決

定的要素たる分解能がR立番竺作所において世界的刀竜抑三を遂げ,口l二と

HU-11A形電了腰徴鏡をもって2.35Åが得られたことである｡そ

のこほ口1ソニ139形分光光†昆光度計が,従来本懐種が輸入一刀の片烈

易■-i】t.であった殻を破って,パーキンエルマ祉の販ノ占ルートに康り,ア

メリカをはじめ全他界に向かって人副縦刊の実をあげはじめたこと

である(38年10月より円内販ブ占を始めている)｡竜一f顕微鏡の発朕

とその普及は践体口体の操作件の向上と什属rlll＼班の紫肺とによって

一歩一一一歩需要者の要望にこたえているが,分解能の向上は電十蘇徴

鈍一りJの基底であって電子顕微鏡の進歩に大きな目標を与えたもの

ということができ,その意義は大きい｡また分光光電光度計は約20

年前アメリカBeckman社のDU形の出郷こよりその利用度の人き

なことが認識され,各円ともその製造に努めてきたのであるが,な

おアメリカは一日の艮を保有し,わが世lから大量の輸出を実現する

ことはできなかった｡かかる情勢下に口立彗削乍所の139形分光光竜

光度計が完成し,大量輸出が望まれていることは意義深いものであ

る｡

次にここ数年間学界をにぎわしているレーザについては目た製作

所はルビーレーザおよびガスレーザを昭和38年に完成した｡レー

ザの研究は内外を通じてその応用の開発に向けられており,そのた

めの発振源としてのレーザ矧2たを牡に提供する売任を負うに卓っ

た｡

医療用機器ならびに放射線装掛ま,J成人柄検診用装置たの改良･開

発および輸出適格品の開発を蒋点とし,透視桜影台･Ⅹ線テレビの

新機種を箋削万一化し,また一般開業医向装臣の性能を改良し新弘前■lを

ゾ亡成した｡工業ノーfl放射線装掛土,特殊l■斤1として線量計の校正用Ⅹ線

矧芹を完成した｡また,肉厚の厚いものの検査用として,線源容量

の大きい遠隔操作形の二工業用コバルト装匠を召削】l'l化した｡

8.1電 子 装 置

電子顕徴鋭HU-11A形の分解能は,3Åまたはそれ以上にまで

到達叫能であることが実証されたが,他面,付底装挺の開発もまた

活発に進められ,全方位憤斜装粁HK-▼2A形および電子鮎徴鏡川輝

度増倍装置たの完成を見た｡

高分解能核磁気共鳴装匠ほ,所期のl‾;標1×10‾8を越える分解能

を得るに至ったので,男軌■巾'l化に踏みりjった｡

質量分析計は,RMU-6A形を高分子化合物研究に適するものと

するため,さらに分解能その他の性能を向上するとともに,付拭装

推の整備をはかりつつあり,惜和39年3月末トt既で,RMU-,6D形

の尤成をFl指している｡なおこの形は,将来,静電分析跳との結合

により,二重収れん質量分析計とすることができる【Lうな構造を持

っていて,39年度における輸出のプ憎掟的増加が期待されている｡

8.1.1電子顕微鏡用輝度増倍装置

電丁顕微鏡の映像を電子衝撃導電膜ターゲットを介して,テレビ

信号に変換し,テレビのブラウソ管で観察する電子顕微鏡用輝度増

倍装軒を完成した｡

電麒像をテレビ映像化することにより,従来の観察用蛍光掛こよ

る像の直視にくらべ電子流緯度を2けた程度低くLても十分に判別

し得る映像が得られ,高い輝度増倍効果が発押される｡

この輝度増陪効果により,大きな電子線密度では破壊または構造

第1図 電子顕微鏡用輝度増倍装置
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第2国 電子顕微鏡付属HK-2A形全方位傾斜装置

第3図 H-60形高分解能核磁気共鳴装置

変化を受ける高分子化合物などの観察も容易となり,また輝度増倍

により電鍵像の任点合わせも楽になる｡同時にシネカメラ撮影,テ

レビ放送,および電子顧徴鏡の超高圧化によるⅩ線被曝防護として

の遠隔操作の可能性なども見いだされた｡以上のように電子顕微鏡

の新しい分野を日割イiして行くうえに大いに期待されるところ大なる

ものがある｡
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第4図 試料導入与妄iご珪

8･1･2 電子顕微鏡用HK-2Å形試料全方位傾斜装置

本装掛土透過電子顕徴鋭像,電子回折像の観察中に試料を巨‾1一転せ

ずに光軸に対し任意の方位において±10ロの楓瑚で,任意の角度に

試料を傾斜させるもので,在来のステレオ装置HK-1Sまたは全方

向傾斜装匠HK-1Aと比較し応用掩閃,精度,使用の難易などの点

で数段に改良されたものである｡すなわち抗体外に設拉されたモー

タにより伝導軸を介して駆動され,足踏スイッチにより方位,他斜

角とも任意に選べる構造になっており,この種のものでほ世才川勺新

たなものと言える｡

また,分解能が高く(分仰能15A)試料汚染防止装㌍亡と併用する

ことができる｡本装柑ま貼品学的分野,殊に金属の理,⊥判勺研究

には不可欠のものといえよう｡

8･】･3 高分解能核磁気共鳴装置H-dO形

高分解能核磁気Jヒ鴨望引tソモはHRNMRとも呼ばれる｡この数年物

即`羊老の手より化学老の手に移されてより分析機貨;ヰとしての二11主要性

が増しつつある｡口立H-60形は,Perkin Elmer杜との技術捉

掛こより生まれたもので,40MC.NMRの技術を入れて開発された

60MC･NMRである｡矧托は電十｢i+路用は磁石邦に大別されるが,

14100ガウスを発句三する永久磁石および高安定水L払発振旨芹を使川し

ているのが滋大の特長である｡両者ともに日+㌢製作所によって開発

された国産滋初のものである｡永久磁石は,恒温槽で保温されてい

るので磁界は10■8の亡ナたに安定化され測定スペクトラムの分解能

は1×10‾8である｡再七馴生ほ非常によい｡永久磁石を使用している

ので消紫電力は750Wで′J､さい｡木矧f′モの.那半場所は特に空調を

必要としないのも特長の-･つである｡パネルほ化学者対象にしてい

るのでツマミ配握表ホにごキ心した｡

8･1･4 質量分析計用ガラス製高温試料導入系

従来の金属製試料導入装掛土,金属の触媒作用のため試料によっ

ては分解しやすいものがあった｡これを解決するため,グリースレ

スガラスバルブをJ恥､て.‾抑卜入LJからイオン淑入口までの全系統を

ガラス製とし,2500Cまで加熱できるガラス製試料導入装樫をンヒ成

した｡

グリースレスガラスバルブは,2偶のガラスの融を研帰しその一

方に鉄片を封入し,これをガラス管に月･じ込んだものである｡試料

瓶はガラス管の一端を封じ他端を標準テーパ透明すさ)にして,試

料瓶着脱がきわめて鮮易にできるようになっている｡これらのガラ

スバルブと試料瓶は,それぞれ2個の小形電気炉小に組み込まれて

おり,±20Cに温度制御することができる｡

このガラス試料導入系の開発によって,金属との接触反応ほなく

評 論
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窮5図139形分光光電光度計
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第7図 炎光分析用分光光電光度計

なり,従米よりl棚如こ加熱することができ,また操作も簡単になっ

た｡

8.2 光 学 装 置

椚和]36年アメリカのパーキンエルマ祉と理化亡7:才芹械についての

技術掟携を行ない,技術,販売面ともに緊密な連係をとることにな

った｡/沖側めてこの挺携による口立製輸出製.光一として従来のEP

U形を改良した139形分光光電光度計を製作し,今春以来アメリカ

および炊州方面に数百台出荷し好評を博しており,今後の海外市場

への飛躍がノ訓f‡される｡なお1960年メイマン氏により全く新しい

機締約こよる光源レーザが発明され光学,通信,精密加工など多方面

への応用がJ訓待されている｡日立製作所中央研究所においても,こ

の開発に力を托ぎ,昭和37f｢ルビーレーザおよび.ガスレーザの発

光に成功した｡引き続きこの成果を取り入れ,取り扱い容易なレー

ザ装『亡の掛-｢-化を行ない,すでに数台を光学,通信方面の研究分野

に納入したゥ

8･2･】139形分光光電光度計

139形分光光電光度計は世界に散在するPerkin Elmer社の販売

網を利川して輸出するために開発されたもので,1963年3月PITT-

SUI∋URGH CONFERENCEむこ展示し好評を博した｡
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理 化 学 磯 器 お

木光度計は一般の化学分析で最も使用ひん虔の高い195m/Jより

800m/Jまでの波長城を測定の対象とし,分光器,光源,試料等,

受光増幅器,電源で構成されている〔

分光器はリトロ形で,光学系ほ葬る図に示すように縦形に配置さ

れている｡分散子には格子常数1,440/m皿,プレーズ波長200mJ∫

のェシェレット形回折格7･が使用されており,コりノーティソダミ

ラーーの焦点距離は400mmで,人射側とfH射側ほ対称にな′,てい

る｡

水素放電管(紫外域用)と白熱電球(可視域用)は同一光源毒に

取り付けられており,コソデンシソグミラーの向きを変えることに

より光源の切り帯えが行なわれる｡

試料熟ま4本のねじで分光器に取り付けられており,セルホール

ダは液層5,10,20mmの吸収セルを使用できる｡

試料を透過した光を電気的信号に変換する受光箸別こほ日立製作所

独自の広波長域光電管が使用されておi),振動容量形交流増幅器に

より増幅され指示計器を振らせるが,プリント配線の採用と相まっ

て測光値の再現性,信敵性を高めている｡

光源および増幅器に安定な電圧または電流を供給する電源はトラ

ンジスタ化されているので,電灯線の電圧や周波数の変動に対して

きわめて安定である｡

分光光電光度計の応用分野を拡大するためすでにホトマル受光増

幅器,長吸収セル,ミクロセル,炎光,蛍光,反射,滴定,エネル

ギー記録の各種付属装群が完成しており,引き続き他の付属装置を

開発中なのでよりいっそうの輸｢H増大が期待できる｡

8.2.2 レ ー

ザ

誘導放射の巷乙象を利用したレーザのうち,ルビーレーザとガスレ

ーザの執馴ヒに成功した｡特に可視光ガスレーザほ国内で最初に製

Il万l化することができた｡舞8図に日立ガスレーザのヘッド部を示し

た｡これに採用した方式は外部ミラー,共焦点形無極放電方式であ

って,6328Åの赤色光を発光するが,ミラー交換により1.15〃の近
赤外光も発光できる｡舞9図は口立ルビーレーザのヘッド部である｡

第8図 ガスレーザヘッド部

第9図 ルビーレーザヘッド部
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8.3 分離分析装置

分析の日動化は最近の一般的傾向であるが,昭和37年度は特に

医学生化学における応用が著しく発達し,分離分析装置の需要が増

大した｡

たとえばガスグロてトにおいては脂肪酸,ステロイドなど生態試

料の分析がブームを呈したが,このすう勢に応じ昭和37年度は従

来のKGL-2A形を高温化したKGL-2B形と昇温ガスクロF-6形

を完成するとともに各種ゴーレイカラム,充てん剤を開発し応用分

野を拓げた｡

アミノ酸分析計ではKLA-2形の性能が安定したので需要が着実

に伸び,分析用超遠心分離機UCA-1も昭和37年に比し倍加し

た｡付属装置ではKLA-2形用分取付属装置が国内最初の装置とし

て注目を浴び,またUCA-形用紫外吸収装置,マルチセルなども

完成した｡

輸出面では昭和38年7月ソ連国際見本市に各装置を出品販売し

輸出の端緒を開いた｡

8.3.1ガスタロマトグラフの進歩

(1)KGL-2B

従来,製作されていたKGL-2A形ガスクロマトグラフは,そ

の装置の信較度の高さと安定性の良好なことで,各界の好評を博

していた｡今回さらにこれに改良を加え,KGし2B形を完成し

た｡改良のおもな点は,恒温槽最高許容温度を,従来の2500Cよ

り3500Cに上げたこと,および1mV高感度記録計を付属させた

ことである｡これにより,沸ノ点4000Cの高軌点試料の分析が可能

になり,医学方面にまでこの利用が期待される｡

(2)Golayカラムの開発

昨年に引き続きGolayカラムは,さらにその種類を加えた｡す

なわち脂肪酸用BDSカラム,一般用アビュゾソグリースカラム,

高沸点用シリコンゴムカラム,ケトン,アルコール用QFカラム

などがそれである｡

(3)F6ガスクロマトグラフ

最近広い沸点範開の多成分試料を,一回の分析で行なう,いわ

ゆる昇温がスクロマトグラフが発達してきた｡PerkinElmer社

との技術提携の成果として,高性能,万能形の位置を占めるF6

形昇温ガスクロマトグラフを完成した｡この恒温槽の温度範巨酌ま

宅温より4000Cまでであり,恒温槽の温度を上昇させるプログラ

ム速度は1分間,1.250Cより30℃までと広範囲に選べるもので

ある｡検出器としては,さきに完成したフレームイオン検出器を

第10図 KGC-2B形ガスタロマトグラフ
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第11図 F6形ガスクロマトグラフ

用い,高感度微量分析ができる特長をもっている｡なお,万能形

を目的としており,付属｢■品として,KGL-2B形の大部分が取り付

けられるとともにプリンティング積分器,カラム切換装置,熱伝

導検出器,などの付属品も取り付けることができる｡

8.3.2 LP-2形アミノ酸分取装置

一般に流体クロマトグラフは混合成分を破壊しないことが特質で

あるが,アミノ酸分析計でほ,カラムからの溶離成分を検出するの

にニソヒドリソ試薬を用いて発色させているので,この特質が生か

されていない｡LP-2形アミノ酸分取装置はKLA-2形アミノ酸分

析計に付属して,分析と同時にアミノ酸の単離精製を可能にした装

置である｡この装置を用いると,カラムからの溶出液は二分されて,

一部は比色分析系に導かれ残余はフラクションコレクタに分取され
る｡

溶出液の分割機構は定量ポンプ,および流量制限器の組み合わせ

からなり,比色分析に供されるアミノ酸量を常に一定限界内におく

ためにクロマト条件に応じて,分割化を任意に選定できるようにな

っている｡通常,アミノ酸分析計のカラムは内径9mmで試料添加
量の限界は0.1～3〃mOlとされているが,この分割機構を採り入れ

ることによって,アミノ酸の大量調製を目的とした大容量カラムの

使用が可能になった｡

8.3.3 超遠心分析装置の進歩

｢分子生物学+の進歩につれ細胞を分割してDNA(核酸)を分子

レベルで測定する法が超遠心機にて行なわれはじめている｡すなわ

ち核酸の沈降状態を紫外吸収にて測定する方法である｡この目的の

ため,キセノン･ランプと紫外フィルタとを用い,ホトマルにて受

光する紫外吸収自記装置を製作した｡一方,高分子化学の領域では

ポリマーの分子量分布測定が必要となってきている｡しかしながら

常温で不溶性もしくは難溶性の高分子物質は沈降法の適用が不可能

であった｡このため,従来の温度700Cの加熱温度制御装置を改良

し1000Cまでの測定を可能とした｡また,水銀灯のスペクトルとフ

ィルタの組み合わせにより1個のロータで2試料が測定できるマル

チ･セルを完成した｡これによりロータの寿命を長くかつ測定時間

を短縮した｡

評 論 第46巻 第1号

第12図 LP-2形分取装置を付属したKLA-2形アミノ酸分析計

した｡なお,現在脚光を浴びているイメージ･インチソシフアイヤ

を使用したⅩ線テレビの出荷が伸びている｡新しいⅩ線テレビ方式

として,蛍光板に生じる蛍光像をイメージ･オルシコソ･カメラで

撮影する方式のⅩTV-0形を開発した｡また,他社に先駆し七全ト

ランジスタ化した心電計を開発し,性能の向上とともに小形軽量化

を図った｡

8.4.1診療用DCR-90形X線装置

DCR-80の性能を向上させた装置で,一般開業医はもちろん小病

院でも十分機能を発揮できる性能を備えている｡おもな特長は次の

とおりである｡

(1)管電圧は直読の目盛りで指示され,40～90kVまで連続調

整ができ,0.75JJFのコンデンサ式と変圧器式の切り替えがワ

ン･ハンド操作できる｡

(2)回転陽極3極Ⅹ線管(ヒッターノードDOR-407A)を組み

合わせて,コンデンサ式25mAs,変圧器式250mAsまでの撮影

が可能であり,独特のmAs制御回路により予定した放射線量を

正確に制御することができる｡

(3)透視台と専用の側軌道を組み合わせて,身体各部の透視お

よび速写が容易に行なえる｡

8.4 医療用機器ならびに放射線装置

近時,成人病対策の一環として医療用Ⅹ線装置,ラジオアイソト

ープおよび医療用電子機器の重要性がますます高まり,Ⅹ線装置に

対する性能向上の要求も高まってきている｡大病院においては被検

老数の増加にともない,医師のⅩ線障害防止･検診能率の向上など

の要求が強くなってきた｡

これらの要求に応ずるものとして,ブッキー撮影を可能にした透

視撮影台TM-20形,胃集団検診用装置の改良形としてオデルカ･カ

メラを装着した透視撮影台TH-311形,一般開業医向として容量の

大きいコンデンサ･トランス両用Ⅹ線装置DCR-90形などを開発
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第13図 診断用DCR-90形Ⅹ線装置
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第14図 胃集団検診用TH-311形透視撮影台

(4)断層撮影もまたブッキー投影ができるほか特殊仕様にも応

じられるように予備選択ボタンが設けられている｡

8.4.2 TH-311形胃集団検診用透視撮影台

本装置ほ日疾患の早期発見を目的とした胃集団検診用Ⅹ線透視撮

影台で,胃部検診において必須条件と考えられる検診能率,検診従

事者の放射線障害防止と取り扱いの簡易化鮮鋭な写真,楼動性(自

動車搭載)などを考慮し,診断の目的と合致した装置を完成した｡

従来の同目的の機種に比べて次のような著しい特長を有している｡

(1)Ⅹ線撮影において胃腸は特に吸収が大きいので黒化度がつ

きにくいため,レンズカメラよりさらに明るく鮮鋭度のすぐれた

ミラーカメラを用い,透視しながらシャッターチャンスをとらえ

て速写撮影(間接)が可能な機構とした｡この結果より診断価値

の高い写真が得られるとともに被検老の被暴線量を減少させるこ

とができた｡

(2)田疾患の診断に絶対不可欠とされている立位,斜位,臥位

などの多元的な被検老の体位変換をスピードアップし,かつその

位置を確認できる指示臼旛りを付けた｡この結果集団検診の能率

が向上した｡

(3)透視診断を行なう際の透視観察窓を透視台の回転中心に設

けて広い別室から観察できる機構としたため,楽な姿勢で長時間

の検診に従事することができる｡

(4)透視像が映る蛍光板から観察窓までの距離を短縮し途中に

拡大レンズを設けて適正な大きさの像を観察できる構造とした｡

8.ん3 T仙-20形透視撮影台

貿易自由化に対処するため,従来の装掛こ欧米の仕様を折り込ん

だ輸出に適格な中級透視撮影台を完成した｡

この透視台ほ,電動駆動で傾斜および縦移動を行なうテーブルを

備えており,その裏側にブッキー撮影装置が組み込まれ,外科など

のブッキー投影ができるとともに,蛍光板部で14′′×14′′サイズの大

形フイルムによる速写授影も可能である｡

ブッキー撮影装置は,独[‖こバランスされてレール上をしゆう勤

し,テーブルの可動とあいまって患者の任意の部位を任意の角度で

根影できる｡ブッキープレソデは自動セット形油圧駆動式で,広範

囲な撮影時間の選択が可能であり,14′′×17′′の大形フイルムまで撮

影可能である｡

本装置は国内はもちろんのこと,イクリヤへも輸出されている｡

第15図 胃集団検診用レソトゲソ車
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第16囲 TM-20形透視撮影台

第17図 診断用ⅩTV+刀形Ⅹ線テレビ装置

8.ム4 診断用XTV･0形X線テレビ装置

イメージインテンシフアイヤを使用せず,蛍光板を直接高感度イ

メージオルシコソ撮像管により振像する方式を用いた新製品ⅩTV-

0形Ⅹ線テレビ装置を完成した｡その特長としては,イメージイン

テンシフアイヤの設備費,保守用経費が不要となり価格が安いこと,

視野が普通蛍光板と同様に診断に十分な大きさに選定できること,

撮像管およびレンズの移動により拡大撮影像ができること,Ⅹ線テ

レビ専用の遠隔制御透視台と組み合わせるはか既設の透視台にも取

り付けできることなどがあげられる｡
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第18図 全トランジスタ化心電計

8･4･5 仝トランジスタ化心電計

従来の心電計は増幅器入力初段に真空管を使用しており,被検老

に対する安全性,軽量化などの見地から,増幅器の全トランジスタ

化が強く要望されているが,高入力インピーダンス,低雑音,安定

性など,全トランジスタ化には技術的に困難な問題点があった｡

日立製作所では増幅器をダイオード変調方式にすることを試み,

全トランジスタ化に伴う入力インピーダンスの問題,低雑音,′女定

性などの問題を解決した｡

また心電計としての取扱性その他の性能の向上にもつとめ,種々

の特長をもたせることができた｡すなわち,全トランジスク化によ

って,電源投入後装置が安定するまでの時間が非常に短く,急患な

どの場合にその性能が発揮される｡

本装置は,心電計として全トランジスタ化された最初のものであ

る｡

8.5 エ業用放射線装置

最近放射線の化学,医学,工業方面における利用が盛んになるに

したがい,放射線による傷害防止,適確な照射線量計測などの観点

から線量計の校正を正確にすることが必要になってきた｡そのため

標準線源として,照射線量の安定度がよく,しかもいろいろな線質

のⅩ線をだすことができるⅩ線装置の出現が望まれており,ここに

その要求を満たすものとして線量計校正用の専用装置として300kV

校正用Ⅹ線装置が完成した｡

コパルl､60を用いたガンマ線非破壊検査装置は,従来1キュリま

でがよく使われてきたが,最近被検査物の肉厚の厚いものが多くな

り,また作業能率を向上させるため,さらに大きい線源で,しかも

放射線被暴の少ない遠隔自動操作可能の装置が必要となった｡これ

らの要求にこたえて線源容量が1.5キュリ,5キュリ,15キュリの

霞転

亀

第19図 300kV校正用Ⅹ線装置

第46巻 第1÷ゴー

第20国 電動ワイヤ式コノミルト60非破壊検査器(MC-WMA)

3使徒をMC-WMAシリーズとして光成Lた｡

8.5.13〇OkV校正用X線装置

本装置は電離槽形線量,線量率計の照射線量標準値の維持およ

び,その精度向上の研究に使用するために設計された据置式工業用

Ⅹ線装置である｡標準Ⅹ線源として用いるために,在来の二1二葉用Ⅹ

線装置に比較して照射線量の安定度がよいこと,大線量から小線量

まで出せること,広い範閲の線告が得られることなど,広範朗の使

用に適する装置である｡

本装置の特長は

(1)4倍圧i【え滑回路を用いることにより,滋大DC300kVlOmA

の出力で連続使用が可能であり,出力側の変動をフィードバック

して自動的に出力電圧を一定に保ち,照射線量を一定に保つもの

である｡

(2)出ノJ電圧調整範脚はDC40～300kVまで連続調整可能で

あり,各種のフィルタが装着できるので,広範囲のⅩ線線賀が出

せる｡

(3)電磁式自動シャッタを有し,照射線量の誤差がき謹)めて小

さい｡

(4)グラフパネル方式なので操作が容易である｡また装置の誤

動作を防ぐインターロック山路およぴ,過負荷防止の安全装置が

完備している｡

(5)漏えいⅩ線が少ないので,測定時の散乱Ⅹ線の影響が小さ

く,正確な測定ができる｡

本装置は電気試験所に納入され,その機能を十分に発揮している｡

8･5･2 電動ワイヤ式コバルトdO非破壊検査装置(仙C-W仙A)

放射線透過検査は,工業の発展に伴い,年々その重要性が認識さ

れてきた｡Ⅹ線装掛こよる非破壊検査に加えて,コ/ミルト60を用い

た非常に可搬性のよい小形非破壊検査装置を電動駆動力式により

自動化し,かつ最大線源容量1.5キュリ,5キュリ,15キュリの

MC-015WMA,MC-05WMA,MC-1.5WMAの3機種に系列化し

た｡

本装掛よ拙作をすべて電動駆動にて行なうため,光全な遠隔操作

ができ,操作時の放射線障害の心配が全くない｡

操作盤には,操作器具として,電源スイッチ,線姫鱒射格納スイ

ッチ,照射時間規制用のタイマーがあり,電源,照射準備完r,シ

ャッタ開閉,線源の露出,格納などの表ホ灯,線源移動距離計など

が設けらゴ1,操作の簡易,確実化が図られている｡シャッタの開

閉,線源の移動は線源露出格納スイッチを操作するだけで,すべて

自動的に連系して行なわれるとともに,触影が完了すれば線源が自

動的に格納されるなど検査作業の能率向上が十分考慮されている｡

停電時または電源導入の困難な所での操作には,手動によっても

完全な検査作業ができる手動への幼替機構を備えている｡
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